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目的： 

幼少期のエンドトキシンとチリダニ抗原ばく露と抗原感作とアレルギー性鼻炎との関連については、エンドトキシンと抗原ばく露を

同時に検討した研究が少なく、研究結果は一致していない。本研究では、幼少期のエンドトキシンとチリダニ抗原ばく露と、抗原

感作及びアレルギー性鼻炎との関連を明らかにすることを目的とした。 

 

方法： 

エコチル調査の詳細調査に参加する子ども 4,188 名の訪問調査のデータおよび 3 歳時までのデータを解析した。1歳半時の自

宅のホコリ中のエンドトキシンとチリダニ抗原量と、2 歳の時のチリダニへの感作（IgE）および 3 歳時に医師に診断されたアレルギ

ー性鼻炎の関連を多変量ロジスティック解析で解析した。 

 

結果： 

ホコリ中のエンドトキシンとチリダニ抗原量の曝露が多いほど、2 歳時のチリダニへの感作の有意なリスク上昇がみられた。一

方、ホコリ中のエンドトキシンとチリダニ抗原量とアレルギー性鼻炎との間には関連がみられなかった。  

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究の結果から、ホコリ中のエンドトキシンとチリダニ抗原量のばく露が 2 歳時のチリダニへの感作のリスクとなる可能性が示

唆された。3 歳時のアレルギー性鼻炎については関連がみられなかったが、アレルギー性鼻炎は学童期以降に有病率が増加す

るため、今後追跡調査が必要と考えられる。 

 

結論： 

ホコリ中のエンドトキシンとチリダニ抗原量のばく露が 2歳時のチリダニへの感作のリスクとなる可能性が示唆された。 

 


